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１ 

空港アクセス改善の今年度の主な取組について 
 
 
１ 短期的取組〔南口空港バス新設〕 

○ 新潟駅南口広場一部供用に合わせた空港バス新設に向け、ダイヤ、車両の仕様な
ど提供サービスの詳細を詰める。併せて、運行事業者の選定を進める。 

※ 運行準備に係る意見、本運行後の取組の評価 
 

２ 中・長期的取組〔軌道系アクセス案の課題検討〕 

○ 19 年度の検討に引き続き、軌道系アクセス案(臨港貨物線活用案、在来線活用案、新
幹線活用案)について、技術・安全面の課題を中心に実現化に向けた検討を進める。 

※ 改善案の検討・評価、シナリオの見直し 
 
＊中・長期的取組 ：ここまでの取組を進める中で、実際の需要の伸びや情勢変化等を

踏まえ最適な改善策を実施（中期：2014 年(H26)頃の実現を想定） 

 
（参考） 
○空港アクセス改善検討のスキーム  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○中･長期的取組の検討について 

 
年度  空港アクセス改善検討委員会            中長期勉強会  

Ｈ２０ 
・ 改善案の検討・評価 
・ シナリオの見直し 

 
・ 各案の課題整理と検討 
・ 「中･長期関連調査」調査事項検討と
評価 

Ｈ２1 以降 
・改善案の検討・評価 
・シナリオの見直し  
・中期シナリオ移行時期の判断 

  

    

    
 

 
超 短 期 － 超短期的取組の評価(H19 実施) 
  ↓ 
短  期 － 短期取組案の提言 
   ↓  
中・長期 － 中･長期案の検討 

中･長期シナリオの移行判断 等 

新潟空港アクセス改善検討委員会 

(新潟交通、ＪＲ東日本、北陸信越運輸局、
県警、県、新潟市) 

(ＪＲ東日本､ＪＲ貨物、県、新潟市) 

新潟空港アクセス中･長期的 
改善に係る勉強会 

空港アクセス 
緊急プロジェクト会議 
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運行距離 9.1km 

空港バスルート 
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○利便性の高い運行頻度・ダイヤ 

・ 利便性の観点から、新潟駅南口～空港間を 20 分間隔のノンストップで運行す

ることを基本とします。実際のダイヤは、事業性を勘案の上設定します。 

（現行：概ね 30 分間隔[駅発便]）。 

 

○利便性、快適性の高い空港専用車両 

・ バゲッジルーム、十分な座席数の確保、空港バス専用の外観デザイン等 

 

○速達性、定時性を確保した最適な運行ルート 

〔 経 路 〕 新潟駅南口～けやき通り～東跨線橋～明石通り～栗の木バイパス 

～国道 113 号～新潟空港 

〔運行距離〕 Ｌ＝9.1km 

〔所要時間〕 現行のバスと同等の 25 分程度の確保を想定しています。 

今後、ＰＴＰＳ※の増設や交差点改良などにより、更に速達性、定時性、快適性

の向上を図っていくこととします。 
※ ＰＴＰＳ(公共車両優先システム) ： 光学車両検知器等を使用し、バスの接近を感知し、信

号機について赤信号の短縮又は青信号の延長を行い、バスの運行を円滑にするシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 新潟バイパスや日本海東北自動車道を経由するルート等の検討も行いましたが、朝夕を中心

とした混雑時の速達性や定時性の確保の点で、現時点での採用は難しいと考えています。 ） 

○その他提供サービス 

・案内表示 （要所への日本語・外国語とピクトグラム(案内用の図記号)による案内表示設置） 

・発着情報提供サービス （携帯サイトによる航空便の発着情報の提供） 

・運賃支払い （バスチケットの自動販売機の設置（空港、新潟駅）、ＩＣカード支払い（今後の検討）） 

      ※ 運賃については、バス事業者との協議や所定の手続きによって決定します。 

・インフォメーションサービス（乗継情報の提供等） 

 

現行バスルート 

国道 113 号経由ルート 

•VŠƒ‹ó•`  
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中・長期的取組について 

 
■ 今年度の検討の進め方 

昨年度の検討経過を踏まえ、臨港貨物線活用案及び在来線活用案を優先して、実現化

に向けた課題の検討を進める。 

 

１. 臨港貨物線活用案 
 

臨港貨物線～在来線間の接続が困難であることが明らかとなったことから、専用新
線・専用ホームによる新潟駅への接続の可能性について検討する。 

 

○ 専用新線・専用ホームによる接続（鉄道・ＬＲＴ）の概略検討 
臨港貨物線から専用新線を敷設し、新潟駅に専用ホームで接続する案の概略

の検討を行う。（区間：新潟駅～臨港貨物線接続まで） 
 

《 想定される主な課題（専用新線・専用ホーム案(鉄道)） 》 
 

ア 他事業との計画の整合性 
・新潟駅周辺整備事業との整合の必要性 

イ 支障物件とその回避の課題 

・大規模な支障物件の存在 
→  回避した場合も、貨物線の軌道・踏切、周辺道路の取付け等の大

規模な工事が必要（臨港貨物線との接続部） 
・工事期間中の貨物の代替輸送の確保 

ウ 新潟駅構内の旅客動線の課題 

・ＪＲホームと専用ホーム間の動線の距離、わかりやすさ 等 
 

２. 在来線活用案 
 

白新線延伸による空港乗り入れ案の概略について検討する。 
 

 
３. 新幹線活用案 

新潟空港利用者が飛躍的に増加した場合に対応する案として、長期的視点に立っ
て検討を継続する。 

 
※ その他これまでに本委員会で抽出された課題について、随時検討を行う。 


